
平成２９年度　吉野川 ・那賀川合同総合水防演習

本格的な大雨のシーズンに備える吉野川



■Vol.13コンテンツ

【連載】
　・吉野川お散歩紀行　　～自然と歴史あふれる川に近づけるまち東みよし町～

（案内図①）
　・吉野川で遊ぼう！！　　～ 吉野川パラグライダー ～　　（案内図②）
　・吉野川歴史探訪　　　～ヨハネス・デ・レーケ（その１）～
　・市町村長に聴く　～水害を我がこととしてとらえる～
　　《第８回　川真田吉野川市長に聴きました》
　・吉野川講座　（そうだったのか！？河川管理　～樹木管理編～）　　

【事務所だより】
　・平成２９年度 吉野川・那賀川合同総合水防演習を開催！　 　（案内図③）
　・吉野川上流・下流大規模氾濫に関する減災対策協議会 第３回協議会を開催！
　・吉野川の治水の新たな課題に取り組んでいきます

～堤防の侵食対策と地震・津波対策の推進～（ニュースレター 第１回吉野川学識者会議）
　・重要水防箇所合同巡視
　・中鳥地区河川防災ステーション（美馬市）整備計画の承認報告式が行われました！

（案内図④）
　・国土交通省・徳島県の合同で「排水ポンプ車操作訓練」を実施しました

（案内図⑤）

【現場だより】
　・肥料パトロールを実施しました　　　（案内図⑥）
　・吉野川の被災箇所を上空から早期に発見します！

【イベント情報】
・吉野川流域の夏イベント情報！

【案内図】

③ 

④ 

⑥ ① ② 

⑤ 
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                                                                       Our よしのがわ  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。川遊び大好きアクティブ系河川管理者「遊び人の M」です。 

吉野川で遊ぼう！！では、自ら体験し、川を楽しみ、感じたことを発信します。 

第１１回は「吉野川パラグライダー」です。 

 

徳島県三好市・東みよし町を飛行エリアとして、パラグライダースクールを開校している

「VAN スカイスポーツ」さんで、インストラクターと一緒に空を飛べるタンデムフライト

を体験してきました。 

テレビで見たことがあるくらいの知識で、おそるおそる電話すると「注意事項はいくつか

ありますが、簡単に飛べますよ。」とのこと。 

【注意事項】 

□上空は寒いので長袖、長ズボンで。落とさないよう脱げにくい靴で。手袋もあるとよい。 

□飛べるかの最終決定は、前日 18 時の天気予報で決定。 

□気温が上がると、パラグライダーが高く上がりすぎるので早朝（７：００）集合 

吉野川で遊ぼう！！ 

離陸地点：標高 1000ｍからフライト 

直陸地点： 

吉野川河川敷ぶぶるパーク（東みよし町） 
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                                                                       Our よしのがわ  

インストラクターの森さんより「４人ずつで順番にあの山から飛びます。移動に１時間か

かるので、１時間後くらいに空を見上げてください。」と説明を受けしばらく待機。 

インストラクター４人と体験者４人で、１時間車に揺られ離陸地点へ。車を降りて、離陸

地点に登ると、すごい景色が待っていました。 

 

インストラクターより 

・インストラクターは、天候の条件はあるが、

スクールなどもあり、ほぼ毎日飛んでいる。 

（安心） 

・カヌーやサーフィンは波に乗りますが、パ

ラグライダーは風に乗るんですよ。 

（？？？でしたが体験してわかりました） 

・登山してパラグライダーで降りる「ハイク

アンドライド」も流行っています。 

（やってみたい）     ※（ ）はＭの心の声 

 

まず、人間とパラグライダーをつなぐ「ハーネス」を装備。

リュックサックのように背負うとヤドカリのようです。 

ハーネスとは「パラグライダーで空を飛ぶ時のイス」で、ハ

ーネスに座ってパラグライダーを操作します。 

パラグライダー本体は「キャノピー」と呼ばれます。 

 

一人前とされるパイロットライセンスを取得するには 1 年

くらいかかるそうです（月に 2～3 回程度の練習が必要）。 

 

 

 

 

正直なところ、こんなところから飛べ

るのかと途方にくれています（笑） 

 

さぁ飛びますよ～ 

着陸地点のぶぶるパークで説明 ここから飛ぶと思って 

聞いていた 

実際はこっちから離陸 

遠くに吉野川が見えました 

ハーネス 
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体験レポート（from まいまい）  

 

はじめまして！まいまいです。 

 

「遊び人 M with ゆかいな仲間達」で吉野川

パラグライダーを体験してきました。 

吉野川でパラグライダー？と思いましたが、

この機会を逃したら、一生チャレンジする機

会はないなぁ～と思い（高いところが苦手で

はありますが）意を決して参加しました。 

 

 着地地点からフライト地点まで、車で山道を走ること１時間。 

 標高 1,000 メートルの地点から飛び立つわけですが、足下に広がるのは崖。崖に向かって

真っ直ぐ走り、飛び降りることになります。 

「本当にここから飛ぶの・・・」 

と胸がバクバクしました。 

 

 インストラクターからの指示は「体が浮いて

からも５歩は駆け抜けて下さいね！」との一言。

他のアドバイスは一切ありません。 

ヘルメットをかぶってハーネスを装着し準備

完了！なんとか笑顔をつくって恐怖心を抑えつ

つ、インストラクターから言われるままに、ダ

ダダッと急斜面を駆け下りると・・・ 

「うわあ～～！」と思っているうちに体が浮き、飛んでいました。 

その後は、インストラクターの巧みな技でグングン機体が上昇して行きます。高度 1３00

メートルから広がるのは、吉野川の絶景。 

機体が安定すると、自分で操縦もさせてもらえました。自分が行きたい方向に行って、ま

さに鳥になった気分です。パラグライダーに夢中になる人の気持ちが何となくわかりました。 

着地の際は、「ドドドッ」と堤防の芝生の上におしりから着地。無事に生還しました！ 

 

初めてのパラグライダー。飛ぶ前は不安でいっぱいでしたが、着地後の一言目には「次は

いつ飛ぼうか！？」と話していました。20 分足らずですが、夢のような時間を体験できま

した。 

 

P.S.パラグライダーでの飛行を待つ合間に、パーク

ゴルフでも遊びました！５月号に引き続き２回目

の体験ですが、相変わらずの OB 連発．．．ですが、

みんなで一緒に体を動かし、ワイワイ笑って最高の

休日を満喫できました。 

 

飛ぶ前のこわばった笑顔。忘れません（笑） 
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飛んだ瞬間は、「うわわわわわわー」でした。 

飛び立って 3 分もすると、緊張してガチガチだった身体から少しずつ力が抜け、まわりを

見る余裕ができます。上昇気流にのって高度１３００ｍくらいまであがることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛んでいるときインストラクターが「風が来ますよ～」と言うと、強い風が吹いて、グワ

ーッとパラグライダーが浮く。 

…インストラクターには、風が見えるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛行時間は２０分。 

説明を受けたときは「たった２０分しか飛べないの」と思い、 

山に登って景色を見たときは「２０分も飛んで大丈夫？」と思い、 

着陸寸前には「まだまだ降りたくないー」と思いました。 

「吉野川は、空も川も青かったです」 

余裕のポーズ 

パラグライダーからの景色 
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                                                                       Our よしのがわ  

 
 

○河道内に樹木が 繁茂
は ん も

すると何が問題なのか？  

河道内にある樹木は、洪水時に流れる勢いを 緩和
か ん わ

させる効果の他に、河川の生態系の保

全や良好な景観を形成する等、重要な役割を持っている場合があります。一方で、河道内に

樹木が繁茂しすぎることにより、洪水の流れを 阻害
そ が い

して 水位
す い い

の上昇を引き起こす他、川の

流れを変化させて河岸や河床の 洗掘
せ ん く つ

を助長する場合があります。また、樹木の根が成長す

ることにより、堤防や護岸等の河川管理施設が 損傷
そんしょう

するおそれがあります。 

 

【①洪水時に水位を上げてしまう樹木】 

河原の樹木が密生することで、洪水時に水位が上がって堤防決壊の危険性が高まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②洪水時に川の流れを変えてしまう樹木】 

 河原に樹木が密生すると、洪水の流れが変わって堤防や護岸が削られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野川講座 （そうだったのか！？河川管理～樹木管理編～） 
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【③堤防や護岸を損傷してしまう樹木】 

 堤防や護岸に樹木の根が広がると、洪水で樹木が流された時に壊れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 砂州の樹木群（左岸 28k6 付近）   写真－２ 砂州の樹木群（左岸 34k6 付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 護岸にある樹木群(左岸 11k6 付近)  写真－４ 法面の樹木群（左岸 40k2 付近） 
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○樹木伐採の手順 

樹木伐採を行う前に、下草刈りなどの準備作業を行った後、チェーンソーにより伐採を行

います。また、伐採した樹木は、バックホウにより集積し、運搬できる大きさに小割りして

処分します。なお、河川敷に繁茂している樹木の多くはヤナギ類ですが、ヤナギ類は根を残

した状態で伐採すると、数年後には元の大きさに戻ってしまいます。そのため、可能な限り

除根を実施するほか、成長する前に伐採するなど、再繁茂を抑制する対策を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－５ 人力による樹木伐採①        写真－６ 人力による樹木伐採② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－７ 機械による樹木の引抜き          写真－８ 機械による除根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－９ 伐採木の集積            写真－１０ 伐採木の運搬 
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○伐採後のモニタリング 

樹木伐採後の状態把握については、河川巡視により樹木の再繁茂状況や河川管理施設への

影響等を確認するとともに、伐採前後の定期縦横断測量結果から河道内の堆積や洗掘の変化

傾向を把握する等、モニタリングにより河道状況の把握を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－11 砂州の樹木群（左岸 28k6 付近）    写真－12 法面の樹木群（左岸 40k2 付近） 

 

○環境保全の取り組み 

吉野川の砂州や河川敷には、徳島県や環境省

のレッドデータブックで重要種として指定され

ている草本が確認されているほか、鳥類のねぐ

らや 営巣地
え い そ う ち

として利用されている樹木群が存

在していることから、樹木伐採を実施する前に

は、河川水辺の国勢調査結果を基に作成された

『河川環境情報図』により重要種の有無等を確

認するとともに、必要に応じて植物や鳥類など

の専門家による現地調査等を実施しています。                             

写真－13 専門家による樹木調査 

○コスト縮減の取り組み 

伐採した樹木の枝葉や根茎の処分については、

一般廃棄物として中間処理されていますが、幹

については、コスト縮減を図るために一般の

方々に持ち帰って頂く取り組みを行っています。

また、河川管理上支障となる樹木群については、

民間の力を活用する「公募伐採」を実施するな

ど、より効率的な河川維持管理に向けた地域協

働の取り組みを進めていきます。 

 

 

写真－14 伐採木の配布状況            
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◇はじめに 

出水期を前にした平成２９年５月２１日（日）、水防機関の連携強化、水防団の水防技術の

習熟と関係機関および流域住民の水防意識高揚を目的として、徳島県徳島市住吉４丁目地先

の徳島市民吉野川運動広場にて、６７団体約７００人、見学者等を含め総勢約２，０００人

が参加し、『平成２９年度 吉野川・那賀川合同総合水防演習』を実施しました。 

四国での水防演習は昭和５９年に吉野川から始まり、毎年四国四県を順に実施し、吉野川で

の水防演習は８回目となります。 

 

◇水防工法実施訓練 

吉野川・那賀川流域の１３市町の水防団等による水防工法実施訓練は、準備工、堤防斜面

の崩れ対策工、漏水対策工、越水対策工、緊急対策工に分けて実施しました。 

今回の演習では、伝統

的な水防工法を基本とし

ながら、現代の技術を応

用し、改良された最新の

水防工法として「応急型

木流し工」「応急型シート

張り工」を全国で初めて

演習に取り入れました。 

平成２９年度 

吉野川・那賀川合同総合水防演習を開催！ 

事務所だより 

開会式の状況 

応急型木流し工 応急型シート張り工 

【河川調査課】 
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ライフライン復旧訓練 道路啓開訓練 

陸自ヘリによる孤立者救助訓練 救命索による人命救助訓練 

◇情報伝達訓練・ライフライン復旧・人命救助訓練など 

・水防工法訓練の他に、刻々と変化する実際の洪水を想定し、徳島河川国道事務所長から徳

島市長藍住町長への情報伝達（ホットライン）訓練や徳島県知事から陸上自衛隊や四国地

方整備局 TEC-FORCE への派遣要請訓練を実施しました。 

 

・浸水地域の被害によりライフライン障害が発生しているとの想定により、ＮＴＴ西日本グ

ループ、ＮＴＴドコモグループ、四国電力グループによるライフライン復旧訓練や洪水に

より流されてきた車両が国道を塞いでいるとの想定で、建設業協会の重機による道路啓開

訓練など複数機関が連携した訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・河川氾濫により住民が取り残され避難を求めているという事を想定し、陸上自衛隊ヘリに

よる孤立者救助訓練や徳島県警察による救命索を使用した人命救助訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇おわりに  

四国地方も出水期を迎え、雨が多くなる季節になります。今回の総合水防演習を活かし、

今後も関係機関と連携して、防災に万全の備えを行っていきます。 

 最後に、御協力頂きました参加機関および関係の皆様方にこの紙面をお借りしてお礼申し

上げます。 

情報伝達・派遣要請訓練実施状況 
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吉野川上流・下流大規模氾濫に関する 

減災対策協議会 第３回協議会を開催！ 

～減災に向けた取組をさらに加速させるための協議を行いました～ 

事務所だより 

＜協議会構成員＞ 

美馬市長、三好市長、つるぎ町長、東みよし町長、 

徳島河川国道事務所長、吉野川ダム統合管理事務所長、 

水資源機構 池田総合管理所長、 

気象庁 徳島地方気象台長、 

徳島県 県土整備部長、 

西部総合県民局 県土整備部＜三好庁舎＞部長、 

西部総合県民局 県土整備部＜美馬庁舎＞副部長、 

西部総合県民局 企画振興部＜美馬庁舎＞部長 

＜協議会構成員＞ 

徳島市長、鳴門市長、吉野川市長、阿波市長、 

石井町長、松茂町長、北島町長、藍住町長、 

板野町長、上板町長、 

徳島河川国道事務所長、吉野川ダム統合管理事務所長、 

水資源機構 池田総合管理所長、旧吉野川河口堰管理所長、 

気象庁 徳島地方気象台長、 

徳島県 県土整備部長、東部県土整備局長、 

危機管理部 とくしまゼロ作戦課長、消防保安課長、 

東部県土整備局＜吉野川庁舎＞副局長 

【第３回協議会 開催概要】 

 ○吉野川下流大規模氾濫に関する減災対策協議会 

  開催日時：平成２９年５月２３日（火）１５：００ ～ １５：３０ 

  開催場所：松茂町総合会館 ３階多目的ホール 

 ○吉野川上流大規模氾濫に関する減災対策協議会 

  開催日時：平成２９年５月２２日（月）１５：００ ～ １５：３０ 

  開催場所：つるぎ町就業改善センター １階大会議室 

第３回協議会（上流）の開催状況 

第３回協議会（下流）の開催状況 

◇平成２９年５月２２日、２３日に第３回協議会を開催し、平成２８年度に各構成機

関が実施した取組や、平成２９年度に取組む主なソフト対策について共有し、減災

に向けた取組をさらに加速させるための協議を行いました。 

○本協議会は、水防災意識社会を再構築するため、吉野川沿川１４市町と徳島県、水資源機構、

気象庁徳島地方気象台、国土交通省四国地方整備局で構成し、平成２８年５月に設立したも

のです。 

○平成２８年８月に取組方針をとりまとめ、減災に向けたハード・ソフト対策を一体的、総合

的、計画的に進めているところです。 

【河川調査課】 
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○平成２９年度に取組む主なソフト対策 
危機意識の高揚に向けた啓発活動、情報発信の強化を実施（「知る」ための取組） 

◇広域的な危機管理演習の実施（平成２９年度下流・右岸、平成３０年度下流・左岸） 

吉野川下流域において堤防が決壊した場合には、市町境を越え広範囲かつ長期に及ぶ浸水

が予測されます。このため、市町境を越える氾濫に対して、人的被害の回避、被害の最小化

を目指し、社会基盤の早期復旧を実現するため、関係機関参加の下、支川氾濫による水害か

ら計画規模及び想定最大規模への水害の拡大に伴う段階的な住民避難などを組み込んだ実践

的な広域演習を実施するとともに、広域避難のあり方についても検討します。 

◇洪水リスクに関する住民意識調査の実施・公表（上流・下流） 

○想定最大規模降雨の洪水に対して、人的被害の回避、被害の最小化、社会基盤の早期復旧

を実現するためには、洪水特性・地域特性等に適応したソフト対策の実施が必要です。 

○今後のソフト対策を推進するにあたり、吉野川流域の浸水区域内の住民を対象として、洪

水に対する意識調査を実施します。 

 協議会資料等を見ることができるウェブサイト 
○水防災意識社会 再構築ビジョンに関するウェブサイト 

http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/yoshinoriver/saikoutiku/taisakukaigi.htm 

※実施機関：徳島市、吉野川市、石井町、徳島県、水資源機構、気象庁、四国地方整備局 

洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の５万分の１地形図を複製したものである。（承認番号  平２８情複  第１００号）  

洪水に対してリスクの高い箇所で堤防が 
決壊した場合に、市町境を越え広範囲の 

浸水が予測される。 

・地区全域が浸水すると予測される箇所 
においては広域避難の検討が必要である。 

・被害の最小化を目指し、早期復旧の実 
現のため関係機関で実践的な演習が必要 
である。 

■アンケートの実施概要（案） 

■アンケート調査項目（案） 
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事務所だより 
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重要水防箇所合同巡視 

 

重要水防箇所とは、洪水時に堤防が

崩れたり、洪水が堤防を越えたりする

などの恐れがあり、重点的な見回りや

点検が必要な箇所です。 

洪水時には、水防団の方々が土のう

を積むなどの、水防活動の最前線にも

なります。 

重要水防箇所に設定している箇所

は、現地に杭などで表示しています。 

 重要水防箇所とは？ 

河川管理者(国交省)と、水防活動を

行う各市町及び地元水防団等が、台風

や前線等に伴う出水に備え、重要水防

箇所を確認し、水防体制の強化を図ろ

うとするものです。 

吉野川・旧吉野川・今切川では、 

平成 29 年 6 月 1 日から 6 月 13 日

にかけて、6 市 8 町において重要水防

箇所合同巡視を行いました。(重要水防

箇所 延長 吉野川：約 79km、旧吉野

川：約 36km、今切川：約 13km) 

重要水防箇所合同巡視とは？ 

事務所だより 

合同巡視状況(H29.6.6 美馬市) 

重要水防箇所の表示杭 合同巡視状況(H29.6.5 吉野川市) 

【河川調査課】 
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国土交通省・徳島県の合同で 

「排水ポンプ車操作訓練」を実施しました。 

 

【実施日時】平成２９年５月３１日（水）午前９時～午後３時 

【実施場所】阿波中央橋下流の吉野川市鴨島運動場 

 

 本年も６月１日から梅雨、台風による本格的な出水期が始まりました。 

 そこで、災害時出水時に迅速な対応等で被害軽減を図るために排水ポンプ車訓練は、毎年

出水期前に行っております。 

 訓練は、排水ポンプ車７台と照明車２台を使用し、３種類の排水ポンプ車で据付から撤去

までの作業を繰り返し行うことで準備、操作手順等を身につけることを目的としています。 

 本年の参加者数は昨年より増えて、1３6 名の方が参加・見学をして下さいました。 

 昨年も９月に発生した台風１６号に排水ポンプ車を出動させ内水排除を行いました。 

最近では、３年前の平成２６年の出水期に３回排水ポンプ車を出動させ、内水排除を行い

ました。また、６年前の平成２３年３月に発生した東日本大震災の被災地において、津波に

より浸水した被災地の排水作業に、徳島河川国道事務所からも排水ポンプ車が派遣され、関

係業者の協力のもと震災後の復興に役立ったのも記憶に新しいところです。 

冒頭でも述べましたが、６月より出水期に入るため、今回の訓練での経験を生かせるよう

精進して参りたいと思います。 

事務所だより  
【河川管理課】 

【防災課】 

出典：国土地理院ホームページ  

実施場所  

開会式 

訓練(全景) 

ポンプ据付 ホース設置 

排水ポンプ車 

ポンプ排水 
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吉野川では河川敷地を利用した農業が営まれ、有機質肥料等が多く施用されていますが、

一部耕作地では、肥料の野積み、不十分な鋤込みによる臭気発生や汚物化、肥料流出による

水質悪化により、周辺環境の保全に影響を及ぼすなど、不適切な河川敷地利用の状況が見受

けられます。 
このため国土交通省徳島河川国道事務所では、徳島県農林水産部と合同でこのような不適

切な肥料施用の是正のために、吉野川における肥料パトロールを行いました。 
肥料パトロールは平成１９年より実施しているもので、今年が１１回目となります。 
 

実 施 日：平成２９年５月２５日（木） 
実施場所：吉野川下流 
実 施 者：国土交通省、徳島県 
実施結果：当日は野積みや鋤込み不十分な耕作地が見受けられ、不適切と判断した９件につ

いては、経過観察と適切な肥料施用を指導しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現場だより 

徳島河川国道事務所では、

今後も関係機関と協力し、

良好な河川環境の保全に努

めてまいります！ 

肥料過多の耕作地 

野積みされた肥料 

パトロール記録の作成 

肥料パトロールの状況 

【河川占用調整課】 

肥料パトロールを実施しました 
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○整備の目的 

 地震や出水等により災害が発生した際には、早期に被災状況を把握する必要があります。

また、河川管理施設が被災している場合は、復旧計画等を策定する上でも被災箇所の特定が

重要となります。そこで、被災状況を調査するための有効な手段としては、防災ヘリコプタ

ー等による上空からの被災状況等の情報収集が行われています。一方で、上空から被災状況

を調査する際に、現地の状況をよく知らない調査員が行うことも想定される他、河川周辺に

は目印となる建物等が少なく、似たような地形や景観が続く場合もあることから、被災箇所

の特定や被災状況の把握等を迅速に特定することが難しい場合も想定されます。 

そこで、防災ヘリコプター等による上空からの情報収集を迅速に行う為に、堤防等の直轄

管理施設に『対空標示』（ヘリサイン）を設置することになりました。   

○対空標示の内容 

・文字サイズは、ひらがな・漢字は縦３ｍ×横３ｍ、英数字は縦３ｍ×横１．５ｍ程度を標

準としており、文字の色は、白色を標準としています。 

・距離標示は、防災ヘリコプター等の飛行速度を考慮し、左右岸とも１㎞間隔で千鳥に整備

することを基本としていますが、堤天の道路利用状況等を考慮して標示しています。なお、

距離標示は、左右岸（吉野川では｢左岸：Ｌ｣・｢右岸：Ｒ｣、旧吉野川では｢左岸：KＬ｣・｢右

岸：KＲ｣、今切川では｢左岸：IＬ｣・｢右岸：IＲ｣）を意味するアルファベット記号と距離標

の数字を組合せて標示しています。 

・河川名は、防災ヘリコプター等が河口から上流へ飛行することを想定して、河川位置が把

握しやすい河口部に標示します。（※吉野川は、来年度以降に設置する予定です。） 

・施設等の設置箇所は、上空からの視認が容易で分かりやすい排水ポンプ場「○○P」と防

災ステーション「防災ＳＴ」が対象であり、施設内の舗装に標示しています。 

○対空標示の種類       

・河川堤防の位置が分かるように、河口からの距離を左右岸に分けて標示します。 

・どこの河川かが分かるように、河川名（よしの川）を標示します。 

・目標物となる施設が分かるように、排水ポンプ場の施設名を標示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 施工状況（排水ポンプ場）      写真－２ 設置状況（河川名） 

【吉野川上板出張所】 

吉野川の被災箇所を上空から早期に発見します！ 

～直轄河川管理における対空標示（ヘリサイン）～ 

現場だより 
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写真－３ 設置状況（距離標）     写真－４ 設置状況（排水ポンプ場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－５ 上空から見た状況（距離標）  写真－６ 上空から見た状況（排水ポンプ場）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 吉野川の対空標示設置箇所（０K～１０K） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 吉野川の対空標示設置箇所（１１K～２０K） 
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図－３ 吉野川の対空標示設置箇所（２１K～３２K） 

 

 

 

 

図－４ 吉野川の対空標示設置箇所（３３K～４０K） 

 

 

 

 

図－５ 吉野川の対空標示設置箇所（４１K～４９K） 

 

 

 

図－６ 吉野川の対空標示設置箇所（５２K～６０K） 

 

 

 

図－７ 吉野川の対空標示設置箇所（６３K～６５K） 
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図－８ 旧吉野川・今切川の対空標示設置箇所（０K～１２K） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 旧吉野川の対空標示設置箇所（１３K～２４K） 
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      樹齢１０００年を誇る「加茂の大クス」  

 今回「吉野川お散歩紀行」で訪れた東みよし

町。吉野川の近く、加茂・古川地区に「加茂の

大クス」があります。大正 15 年(1926)に内

務省告示第 58 号 代表的巨樹として天然記念

物指定、昭和 31 年(1956)に文化財保護法に

より国指定の特別天然記念物に指定されました。

みなさん、ご覧になったことはありますか。推

定樹齢は何と千年あまり。東みよし町の計測による

と（平成 19 年 11 月計測）、幹周りが 16.7２ｍ、

樹高 26ｍ、枝張り（樹木の枝の広がり具合）東西

52ｍ、南北 42ｍ。大きな存在感で迎えてくれます。 

地元の「大楠保存会」等のボランティア団体によ

る定期的な清掃活動や、毎年１２月には同保存会が、

長さ約 17ｍ、重さが約 300 キロもある「しめ縄の

架け替え」を行っています。大楠の下にいるだけで           

毎年、掛け替えられているしめ縄       気持ちがゆったりとできる癒やしの場です。 

     

 

我が家の庭にあじさいが、きれいに咲いています。今年は梅雨になってもなかなか雨が降らず、朝夕せっせ

と水やりに励みました。水やりは嫌いではないのですが、やっぱりあじさいには、雨が似合います。農家のか

たも、水がいちばん必要な時期。梅雨は、梅雨らしくあってほしいものです。 

読者の皆様、今月号いかがでしたか。「この記事が良かった。」、「これもとりあげてほしい。」といったご意

見がありましたら下記までお寄せください。（姫と祖） 

［発刊］；国土交通省四国地方整備局 徳島河川国道事務所 

［編集］；Ｏｕｒよしのがわ編集委員会 

〒７７０－８５５４ 徳島県徳島市上吉野町３－３５ 

ＴＥＬ（０８８）６５４－９１７５（直通） 

ＦＡＸ（０８８）６５４－９１７７ 

E－mail：skr-tokusa63@mlit.go.jp 

HP アドレス http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/ 

吉野川 Diary 今月号いかがでしたか。 

このコーナーでは誌面に掲載しき

れなかった話題をお届けします。 

【Ｏｕｒよしのがわ編集委員会】 

・西山 修    ・入江 正利 

・青木 研    ・北川 誠純 

・梶取 真一   ・松坂 幸二 

・浅田 聖一   ・箸方 紀彦 

・青木 朋也    

・安永 一夫   ・松山 芳士 

「Our よしのがわ」編集後記 
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